
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

自家用有償旅客運送の「実質化」に向けて

総合政策局 公共交通政策部門

資料１－４



自家用有償旅客運送における現状と課題

• 平成１８年の制度創設以降、逐次の制度改善を経つつ、特に「事業者協力型自家用有償旅客
運送」制度導入後はバス・タクシー等の事業者の協力も得ながら、着実に導入数が拡大。

（交通空白地有償運送 団体数・車両数の推移）

• しかしながら、具体的な導入事例を見てみると、自家用有償旅客運送を導入したものの、利用者
数・収支状況・ドライバー確保等に課題を抱える事例もあり、地域の移動の足確保の好事例の創出
に向け、自家用有償旅客運送の導入手法について、さらなる改善の取組が必要。

（好事例：国土交通省「交通空白」解消本部幹事会（第５回）資料より）

• 共同化・協業化、広域化等の取組を盛り込んだ、「地域交通部会とりまとめ」（令和７年12月26
日）、「改正地域交通法」 （案） （関連規定含む）及び「「交通空白」解消に向けた取組方針
2026」 （案）を踏まえた自家用有償旅客運送制度について、円滑な浸透・実施を図り、更にその
実効性及び持続可能性を高めるための地域発の仕組みづくり等を促す観点から、「公共ライドシェ
アの実質化等に関するガイダンス」を作成・公表することとしたい。 1



ガイダンス －１．考え方、進め方（案）

① 「ガイダンス」は、公共ライドシェアの実効性及び持続可能性を高めるための処方箋を示し、補
助金に依存しない仕組みづくりへのアップデートをノウハウ面で支援するものとする。

② その策定にあたっては、「ガイダンス」を実践的なもの、使えるものとするため、処方箋に加え、背
景にある考え方、それを実現するためのプロセスや手法等を示し、現場関係者に浸透、地域と
の協働で定着させていくこととしたい。

③ このため、各地方運輸局と共同し、全国の取組情報を基に主な課題を整理し、現場の実例
で得られた知恵を活かす形で、「主な課題に対する汎用的な処方箋（解決策）」をまとめる
こととしたい。

④ また、文科省、厚労省等とも連携し、テーマ（課題）に即し全国の数地域（モデル）を選び、
実際に伴走支援を行い現場課題の解決を図りながら、各運輸局や地方公共団体にノウハウ
を移転、各地のプロセスからの学びや地域で生まれた知恵や工夫を可視化することとしたい。

⑤ さらに、それらを解消本部幹事会や官民連携ＰＦの場で共有することによりコンセンサスを形
成しながら現場に理解を浸透し、公共ライドシェアの実質化、持続可能化等を進めることとし
たい。
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ガイダンス －２．テーマ（案）

各運輸局の意見も聞きつつ、テーマ（主要な課題）を設定することとしたい。

① 複数の主体・自治体による共同化・協業化、都道府県、一部事務組合、広域連合
等による広域化

② 上記①のほか地域資源のフル活用等による学校や病院の再編への対応（合意形成
のプロセス、需給の統合調整、厚労省・文科省及び関連する地方公共団体関係部
局等との連携・協調の体制づくりなど）

③ 公共ライドシェアそのものの実質化及び持続可能化（ドライバーの内発的動機付けや
報酬のあり方、良質な需要の取込みと適切な受益と負担のあり方（地方自治体の
財政負担軽減を含む）、バス・タクシー事業者との密接な連携等を通じた公共交通
事業者との共同経営や適切な役割分担、地域連携団体との協働による地域交通の
再構築、データ活用による自動化・省力化など） など
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ガイダンス －３．スケジュール（案）
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